
| マ ・アレル 委 の 17 )におけ の 価
蓮策の柱 平成17年策定の方向性等における日精 実施主体 具体的方衆 実績 問題点 今後の検言1課題
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・専門医療体制の整備

例 :学会等と連携した、標準的医療の
提供体制

・病診連携の整備

例 かかりつけ医や専門医‖1の連携

・医療の 1日ユ化

例 診療ガイドラインの改 :T・ 普及

人材育成

例 かかりつけ医、石護師等の育成
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2情 報提供・相談体制
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自己管理手議とその修得法の普及

リウマチた関する情報の提供

相談体嗣の確保

・公整議人日本リウマチ財団を通した自己管理手法の
番及

筆笙労籠省内HP'リ ウマチ アレルギー1毒燿メこおける
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参加しやすい研修会等の実施
複数ある1議報資料の統合

・相談体制の整備

偶 ‐地方自治体 .医療機関、段l連団体
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・診療ガイドライン等の改:I
例 診断・治療ガイドライン案定

・継続的な患者データベース構築のあり方
優 :医療機関や学会等が構築す
べき患者データベースのあり方

・新規治療法の開発

倒 :難治性喘息の治療法
アレルギー疾患の根治的
治療法
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例 新規薬効成分の検出
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(※詳細は資料2を参照 )




